
第 11回 新潟手術室セミナー 

2001年 9月 1日：新潟ユニゾンプラザ 

 

【一般演題】 

 1) SUD 再使用に関する細菌の話題－国内の現状と米国の動向－ 

 日本ステリ株式会社 酒井 一也 

 

 2) 米国の手術室状況－Mayo Clinic での経験－ 

 新潟大学整形外科 生越  章 

 

【ラウンドテーブル】 

 「インシデントレポートによるリスクマネージメントの実際」 

  1) ガーゼカウントについて－導入から現在までの経緯－ 

 県立がんセンター新潟病院手術室 小坂井 まゆみ 

 

  2) 手術における器械カウントの実際 

 長岡赤十字病院手術部 吉原 則子 

 

  3) 手術室での事故防止について当院の現状報告 

    －関係する部門の協力体制について－ 

 日本歯科大学附属医科病院手術室 渡辺 茂子 

 

  4) 患者及び手術部位誤認防止マニュアル 

 新潟大学手術部 板垣 広美 

 

【基調講演】 

 「私のやってきたリスク管理」 

 県立吉田病院外科 田宮 洋一 

 

【ワークショップ】 

 「リスクマネージメントの実際とその問題点」 

  1) 当院の手術室事故防止対策マニュアル 

 県立中央病院救命救急センター 丸山 正則 

 

  2) 当院の外科系におけるインシデントレポートの分析 

 厚生連長岡中央綜合病院産婦人科 加藤 政美 

 

  3) 手術室で使用される薬剤の管理・使用について 

 新潟市民病院麻酔科 傳田 定平 



  4) 当院手術室におけるリスクマネージメントへの取り組みについて 

    －麻酔事故防止・システム管理を中心にして－ 

 長岡赤十字病院麻酔科 藤岡  斉 

 

  5) 当院における患者・手術部位確認と肺塞栓の予防対策 

 県立がんセンター新潟病院麻酔科 丸山 洋一 

 

  6) 大学病院で学んだ手術部における安全性向上 

 県立がんセンター新潟病院外科 佐藤 信昭 

 

 

【特別講演 1】 

 「周手術期におけるリスクマネージメントの実際と問題点」 

 元日本看護協会常任理事 嶋森 好子 

 

 

【特別講演 2】 

 「手術部におけるリスクマネージメント」 

 大阪大学医学部附属病院手術部副部長 中田 精三 


